
この10年のDBMSの流れを俯瞰して
～2015年-2025年～

かじやまりゅうすけ



2015年9月18日 gihyo.jp連載開始

 OSSコンソーシアム DB部会連載企画
「OSSデータベース取り取り時報」

 「取り取り」
広辞苑第六版より （1）性質・様子などの異なっているさま。
あれこれ。それぞれ。いろいろ。さまざま。種々。

 10周年で最新は連載第122回



2015年10月= 10年前の最新バージョン

 最新バージョン: 9.4.5

 JSONB型サポート

 レプリケーション機能の
拡張の基盤となる新APIの
ロジカルデコーディング実装

 2016年2月に9.5リリース

 最新バージョン: 5.7.9 GA

 JSONデータ型サポート

 以降の高可用性構成の
基礎となるグループ・
レプリケーション機能実装

PostgreSQL MySQL



連載で取り上げたOSSデータベースの2015年10月

 最新バージョン: 3.0
 2015年3月リリース

 ストレージ・エンジン
APIおよびWiredTiger
によるMVCCサポート

 当時はトランザク
ションは未実装
 2018年6月の4.0にて
サポート

 最新バージョン: 2.2
 2015年7月リリース

 JSONサポートが目玉

 SERIALIZBLE相当の
軽量トランザクショ
ンは2.0で実装

MongoDB Apache Cassandra

 最新バージョン: 2.1

 2015年4月リリース

 Basho社が開発
する高可用性と
拡張性を持ったKVS

 開発は停止

 2017年に開発元が
破綻

Riak



OSSベースのクラウド・データベース

 2009年10月
RDS for MySQL

 2013年2月
Redshift 

 2013年11月
RDS for PostgreSQL

 2014年11月
Aurora MySQL

 2015年10月
RDS for MariaDB

 2017年
Azure Database for 
MySQL, PostgreSQL, 
MariaDB*
 MariaDBは

2025年9月に廃止

AWS Azure

 2011年
Cloud SQL for MySQL

 2018年7月
Cloud SQL for 
PostgreSQL

Google Cloud

Oracle

 2020年4月 MySQL HeatWave

 2023年11月 OCI Database with PostgreSQL



クラウドを巡るライセンスの変更とフォーク

 MongoDB
 2018年に「クラウドベンダのモラルへの懸念」を示し、AGPLからSSPLに変更

 ElasticsearchとOpenSearch
 2021年に「Amazonの非協力的行為、および当社商標の悪用に対応するため」に

ASL v2から独自のElastic License v2およびSSPLに変更

 → AWSが中心となりフォークとしてOpenSearchをASL v2でリリース

 RedisとValkey
 2024年に「最大のクラウドベンダによりRedis社の投資がコモディティ化されている」こと
に対抗するために独自のRedis Source Available License (RSAL v2)およびSSPLに変更

 → Linux FoundationがフォークとしてValkeyをBSDライセンスでリリース

 → Redisが2025年5月にAGPLに再度変更



Hybrid Transaction/Analytical Processing (HTAP)

 AlloyDB

 Citus

 YugabyteDB

 CockroachDB

 Snowflake / Crunchy Data

 Databricks / Neon

 MySQL HeatWave

 PingCAP / TiDB

 MariaDB MaxScale

 PlanetScale / Vitess

 SingleStore (MemSQL)

PostgreSQL系 MySQL系



ベクトルストアのサポートやローカルLLM同梱によるAI対応

 PostgreSQL

 AlloyDB

 YugabyteDB

 CockroachDB

 MySQL HeatWave

 MySQL AI

 PingCAP / TiDB

 MariaDB MaxScale

 SingleStore (MemSQL)

PostgreSQL系 MySQL系



 DBのコア機能強化から新たな方向へ

 クラウドとオープンソースの関連性

 AIによりデータ管理の重要性の再認識
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